
（一社）　自然エネルギー共同設置推進機構（NECO）

（一社）　カーフリーデージャパン

自然エネルギー 100％を目指す「持続可能
まちづくり」。電気・熱・交通での省エネ／
シェア／創エネ

ベトナムの典型的な農村景観が広がるタイ
ビン省での自転車を核とした持続可能な
交通まちづくり活動

協議会イベント出席者数 200 人
断熱改修ワークショップ
開催数 4 か所

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 25 ％

 ベトナム

実　践

ひろげる助成

1年目

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

活動地域

活動地域

活動内容と成果
持続可能なまちづくり学習会を立ち上げ、エネルギー
利用を視点に入れた自主的な住民ワークショップにつ
なげてきた。
① 多様なメンバーによる協議会で、上田市の各種計画
を読み取るなどして、共通の課題・不安を抽出し、そ
の解決には持続可能なまちづくりが重要であること
を共同学習してきた
② 上田市や長野県の地域振興局と継続的に協議を行っ
て、課題や認識をすり合わせた
③ 熱の省エネに関して、市内の文化施設など多くの人
が訪れる場所4か所で断熱改修ワークショップを実
施し、断熱効果を身近に実感できるようにした

活動内容と成果
タイビン省における子どもたちの通学実態調査を実
施した。現地協力スタッフや、協力団体の大学組織
（NUCE）が、都市部と農村部の小中学校6校におい
て、駐輪場調査を行い、子どもたちの通学手段を把握
した。さらに、そのうち4校では、通学やまちの観光
に関するアンケートを実施した。また、自転車による
移動の可能性を模索するべく、観光計画など諸文献
調査、農村間等を電動自転車で実態調査し、自転車を
活用したエコツーリズムの提案も始めた。一方で、自
転車走行環境整備に必要な標識等を前活動地の協力
団体と協力して作成した。

課　題
持続可能なまちづくりは重要だが①既存社会インフラ
が化石燃料多消費を前提②個別利害と全体最適な取
組みがずれる③短期的にはコスト高、で進みにくい。

目　標
電気に比べ、熱や交通のゼロカーボン事業は、一団体
だけでは実現が難しく、市内の行政や企業、そして各
集落などと協働していく必要があるため、連携体制
を構築する。

課　題
ベトナム他都市のような深刻な交通渋滞や環境汚染
がまだ少ないタイビン省で、農村集落の環境や景観、
生活、文化を維持・保全し、集落の移動の安全や生活
を向上させること。

目　標
タイビン省の平坦な水田地帯や自然豊かな地域特性
をいかした移動やエコツーリズムを推進し、自転車
を核とした持続可能な移動体系を確立させること。
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
個別地域や自治会などでの取組み
は、関係構築など含め、時間がかか
る。

■工夫した点
市内の多様な職業、役職による協議
会を継続運営し、データを揃えて、
共通認識が得られるようにした。

■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で渡航で
きない中、現地の協力団体等とメー
ルで交渉したり、渡航へ向けての申
請等準備に苦労した。

■工夫した点
当団体の現地活動の一部を、協力団
体に代行を通じて技術移転したり、
次年度以降に行う予定だった作業を
先行したこと。

持続可能なまちづくりは、インフラの変更も必要であるため、長期にわたる事業で
ある。まずはエリアを決めて、その中で「断熱建築」「歩いて楽しめるまちづくり」
の魅力を体感できるように、実践していく。

今後は渡航前提で考えているが、オンラインでの活動も検討しながら、現地住民や
観光施設、行政機関等と協働して、電動自転車の貸出を開始したり、エコツーリズ
ムの策定、一部整備を目指す。

今後の
展望

今後の
展望

上田ビジョン会議シンポジウム上田ビジョン会議シンポジウム

タイビンでの自転車ルート調査タイビンでの自転車ルート調査

断熱改修ワークショップ断熱改修ワークショップ

協力大学組織でのワークショップ協力大学組織でのワークショップ

通学アンケート回答者 120 人
大学組織ワークショップ
参加者 8 人

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 30 ％

 長野県


